
1

　兵庫県と包括連携協定を締結したことをきっかけ
に、より地域に密着した連携がしたいと考え、宝塚市
の地域社会の発展と市民サービスのさらなる向上に
寄与するため締結しました。

どうして宝塚市と締結したのですか？

宝塚市で取り組んできたことは？
　市民の皆さまの生活の質の向上と持続可能な地域
社会の発展に向けて、健康・福祉・金融リテラシーに
関するセミナーや働く女性に向けたセミナーなどを
開催しました。また、消費者教育・金融保険教育をす
ごろく形式のゲームで学べる「ライフサイクルゲーム」
をフレミラ宝塚にご提供しました。

宝塚市で取り組んできたことは？
　性的マイノリティに関する受け入れ態勢の「見える 
化」に取り組むため、「にじいろのまち宝塚」のステッ 
カーを店舗に掲示しています。市内店舗がアトム110
番連絡所となっていますし、お買い物だけではなくお
困りごとがあれば、どなたでもお声がけいただけれ
ばと思います。

　「エイジフレンドリーシティ」「地域の見守り支援」
「災害時の物資供給及び店舗営業の継続又は早期再
開」に関する三つの協定書を締結し、連携した取り組
みを行ってきました。今後相互の連携をさらに強化
し、市内における地域の一層の活性化と市民サービス
の向上に資するため締結いたしました。
　兵庫県内のセブン-イレブン第一号店は宝塚市とい
うこともあり、長きにわたりご連携させていただいて
おります。

どうして宝塚市と締結したのですか？

　宝塚市では、市と企業・大学などがそれぞれ持つノウハウ・人材を有効的に活用し、SDGsの達成に向
けた取り組みを進めるとともに、地域課題の解決や地域活性化、市民サービスの向上を図る「協働・共
創」の取り組みを継続的に推進するため、16企業・6大学・1特定非営利活動法人と包括連携協定を締結
しています（令和6年10月末時点）。
　先月に引き続き2回に分けて、全包括連携先をインタビュー形式で紹介します。
身近な企業・大学などが、市内でさまざまな取り組みをしているので、ぜひご覧ください！
お問い合わせ：企画政策課　包括連携担当　0797-77-2001　

包括連携協定ってなに？

ディストリクトマネジャー 土江さん
「明日の笑顔を共に創る」というビジョンのもと、明るく
感じの良い宝塚市の皆さまがさらに笑顔になるように
これからも努力してまいります。

大阪北支社 支社課長 中嶋さん（左）、山田さん（右）
ウィルキンソン、ルマンのサンドイッチ、乙女餅、寶もなか、 
炭酸煎餅、有名で美味しいものがたくさん！

せんべい

たから
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宝塚市で取り組んできたことは？
　ふるさと納税の返礼品として、「宝塚市おでかけ商
品券※」を提供しています。ふるさと納税の寄附額の
増だけではなく、市内での消費を促進する地域活性化
の取り組みでもあります。今後は、脱炭素の取り組み
も進めていきたいと考えています。
※オンライン上でふるさと納税を行うと、返礼品として即時で発行される電 
子商品券。市内加盟店で利用できます。

宝塚市で取り組んできたことは？
　2022-23シーズンにスポーツセンターで子どもたち
を招待し、ホームゲームを開催しました。また、今年5
月にはプロの技を体験できるエキシビジョンマッチや
プロの指導が受けられる教室「宝塚バスケフェス」を
実施しました。

　大阪ガスグループのサービスや知見を活かし、宝塚 
市の豊かな自然環境や伝統と歴史を守っていくため、 
低・脱炭素の取り組みでご協力するため締結しまし 
た。

どうして宝塚市と締結したのですか？

　宝塚市での神戸ストークスのホームゲーム開催を機 
に、「スポーツ振興」「地域振興」「青少年の育成」な 
どを神戸ストークスの持つノウハウを生かして取り組 
んでいくため、締結しました。

どうして宝塚市と締結したのですか？

どうして宝塚市と締結したのですか？
　宝塚市の中心市街地において、都市養蜂活動を通 
じて地域の生態系や自然環境を考え、緑化推進を図
るとともに、蜂蜜をキーワードに「環境」「経済」「社
会」における持続可能なまちづくりに取り組むため締
結しました。

宝塚市で取り組んできたことは？
銀座ミツバチプロジェクト＝昨年度、市内小学校２校で
「ミツバチの生態と人との生活のつながり」をテーマ
に環境体験学習を実施しました。今年度も4校で実施
します。
ホテル若水＝巣箱を設置し、都市養蜂に取り組んでいま
す。今後、採れた蜂蜜での商品開発を予定しています。

特定非営利活動法人銀座ミツバチプロジェクト

特定非営利活動法人銀座ミツバチプロジェクト
副理事長 田中さん(中央)

株式会社若水

神戸ストークス 地域連携担当 中田さん
市役所を訪れた時、宮殿のような外観が 「これぞ宝塚！」
といった憧れを感じました。

エナジーソリューション事業部 環境・地域共創部
スマートエネルギー推進室 室長 中村さん
中山寺で長女の安産祈願をした思い出があり、 
宝塚市にはご縁を感じています。

ホテル若水 代表取締役 小早川さん
敷地内に巣箱を5つ設置しています。
うち2箱には、ミツバチが住んでいますよ！

宝塚市との   
3者協定 

ようほう

広報たからづか 「包括連携協定ってなに？」
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　TOAは宝塚市に拠点を構え、地域の一員である企
業として62年間事業を展開してきました。当社従業員
自ら宝塚市の課題や市の活性化などに携わることで
社会貢献を行うとともに、企業認知度・ブランドの向
上や共創による新たな価値の創出などに繋げていく
機会とするため締結しました。

どうして宝塚市と締結したのですか？

宝塚市で取り組んできたことは？

オフィスデザイン課 菱沼さん（左）、塗さん（右）
「パン工房 長者」「泉寿庵」「石豊亭」「へっついや」
などがお気に入りのお店です。

　KIDSフェスなどの市のイベントの盛り上がりのた
めに音響面で協力しました。今後は研究開発拠点であ
るナレッジスクエアを中心に、防災・防犯分野、教育分
野、観光振興に関する実証実験を行い、地域課題解決
に向けた取り組みを実施していきたいです。

　前身の銀行から、逆瀬川支店は1969年、宝塚支店 
は1989年から店舗を構えるなどゆかりの深い地であ 
ること、企業版ふるさと納税で事業者を仲介したこと 
をきっかけに連携に向けた機運が高まりました。全国 
的な知名度、ブランドを誇る宝塚市と協働で施策を進 
めることで、地域になくてはならない金融機関と認識 
してもらえるよう取り組んでいきたいと考え、締結し 
ました。

どうして宝塚市と締結したのですか？

宝塚市で取り組んできたことは？
　市が行っている中小企業向けの補助メニューを市
内事業者の皆さまにご案内しています。また、店舗で
ポスターを貼るなどして市主催イベントの周知のお手
伝いをしています。ほかにも、キッズマネーアカデミー
（子ども向けの金融教室）を夏休み期間に実施して
います。

宝塚市で取り組んでいきたいことは？
　地域社会との交流を深めることを目的として、当社
の工場で小学生の社会科見学や、中学生のトライやる
ウィークの受け入れを実施したいと思っています。  
また、脱炭素社会の実現に向けたまちづくりや、先進 
技術やイノベーションによる地域課題の解決に取り組
みたいと考えています。

宝塚支店 支店長 兼 逆瀬川支店 支店長 永井さん（右）
宝塚支店 沖田さん（左）、田中さん（中央）
市役所の食堂「宝塚料理店」に仕事の合間によく食べに行っています。
美味しくて、お気に入りです！

経営企画本部 担当部長 鳥井さん
水の音が聞けるところが好きで、たまに武庫川河川敷でランチを
食べます。清荒神へは気が向いたときにふらっとお参りに行きます。

　創業104年を迎えた新明和工業株式会社は宝塚市
内に本社・工場を構えています。トップシェア製品は
多々あるのですが、企業との取引がほとんどのため、 
多くの市民には馴染みが薄い企業だと思います。皆さ 
んに認識していただくことや地域社会の活性化・課題 
解決に積極的に取り組み、共生と発展に貢献するため
に締結しました。

どうして宝塚市と締結したのですか？

TOA株式会社

新明和工業株式会社

ひしぬま

せんじゅあん せきほうてい

ぬり

広報たからづか 「包括連携協定ってなに？」
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宝塚市で取り組んできたことは？
　学長である平田オリザによる講演会を行いました。
「職場におけるコミュニケーション」をテーマに、宝
塚市職員内定者や庁内関係者を対象として実施し、連
携項目の1つである「次代を担う人材の育成」に繋げ
ました。また、「地域創生実習」として市内で実習を行
い、中心市街地活性化について学生目線での市への提
案を行いました。

 学長の平田オリザが市の政策アドバイザーであるこ
とや宝塚市が文化芸術のまちであるというつながり
から、文化芸術と観光という視点を生かし、市の地域
活性化に資する取り組みや人材育成に貢献できれば
と考え、締結しました。

どうして宝塚市と締結したのですか？

　人材育成、まちづくり、芸術・文化、産業、学術など
の分野において、相互の人的・知的資源の交流・活用
を図り、宝塚の特性を活かした連携事業を実施するこ
とで、宝塚市の地域活性化に貢献するため締結しまし
た。

どうして宝塚市と締結したのですか？

宝塚市で取り組んできたことは？
文学部教授
社会連携・インキュベーション
推進センター長 片山さん
宝塚には歌劇や手塚治虫に加えて、
お寺などもあります。テーマパークの
ように派手ではなく、地味に、でも
長ーく続く、いろいろな文化の
発信地となれば良いと思います。

　学生に対して宝塚の文化、市民活動、行政による施
策などの学習機会を提供するため、市と大学の連携
講座として、市長や企画経営部長の講義も実施してい
ます。また、大学院司法研究科で市職員の受け入れを
行い、院生とともに学んでいただいています。

宝塚市で取り組んできたことは？
　昨年度末に完成した宝塚大橋の植栽帯について、大 
学院２年生がインターンシップの一環としてデザイン
案を作成しました。また、子ども向け教育コンテンツ
となる宝塚市の絵地図の制作を卒業研究の一環とし
て行っています。

 社会資源の活用や人の交流を図り、まちづくりに係 
る幅広い分野で相互に協力し、地域社会の発展と人材 
育成に寄与するため、また、学生の地域社会と連携し 
た教育に役立て、自らの学びが実社会でどの様に有効
かの理解を深めるため締結しました。

どうして宝塚市と締結したのですか？

経営学部/実践学習センター
時任さん
と き と う

武庫女の中には宝塚歌劇ファンも
多く、学内でもよく話題に上がります！

地域リサーチ＆イノベーション推進部
地域協働課長 日下部さん
ウィルキンソン炭酸の発祥の地が宝塚だとは
知りませんでした！家に常備して飲んでいます。

広報たからづか 「包括連携協定ってなに？」
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